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みなとかがやき 

〒105-8511 
港区芝公園1-5-25 
TEL 3578-2111 ㈹ 

FAX 3578-2931 

  第一回定例会のご報告 

徹底した行政改革を目指して徹底した行政改革を目指して徹底した行政改革を目指して   

今後とも取り組む決意です今後とも取り組む決意です今後とも取り組む決意です   
区民の皆様のご支援をお願い申し上げます 
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 こさい    たろう 

幹事長 小斉 太郎（33） 
1970（昭和45）年1月16日生 

総務常任委員 

防衛庁跡地等調査特別委員 
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 ゆはら   しんいち 

総務幹事 湯原 信一（47） 
1955（昭和30）年8月8日生 

区民文教常任委員 

交通･環境等対策特別委員（副委員長） 
虎ノ門3-9-6  tel:3436-3950 fax:3436-3950 

みなとかがやき一般質問より（要旨抜粋） 

 

新たに５００名規模の職員削減計画を策定せよ！ 
 

《質問》港区の職員数（２６００人）は他区と比べてもまだまだ多すぎる。人

口２２万の墨田区も２５００人の職員を５００人削減する予定。現行計画の

早期達成とともに、平成１６年から１０年間で退職予定者７９５人の７割にあ

たる５００人を削減せよ。 

 

《答弁》現行計画の早期達成に努力。一方、職員数適正化、総人件費

抑制のため、新たな職員配置計画の策定を検討する。 

 

《意見》昨年初め、｢港区役所の職員は少なすぎる｣と発言した原田区長

だが、役所の職員はしっかりと現状を認識しており、今後の取り組みが

確約されてよかった。それにしても、近隣で同じ人口規模の台東区より

職員が１０００人も多い状況はあまりにおかしい。今後とも、着実な削減が

行なわれるようチェックを強める。  

 

まちづくりの基本姿勢はいかに？ 

 

《質問》区長の所信表明に今後のまちづくりの方向性の記述が極めて

薄いことに驚かされる。区民は近年の開発動向に懸念を抱いている。改

めて、開発動向の評価を含め、まちづくりの方向を表明せよ。 

 

《答弁》今後、街づくりマスタープランを見直すが、基本的方針は継承し、

区民の意向を反映しながら取組む。 

 

《意見》この質問は機会あるごとにしているが、答弁としては素晴らしい

もの。ただし、区長は職員の作文を読んでいるだけなので、本当にそのよ

うに思っているのかいまだ明らかでない。現に、まちの様相は虫食い的に

変化してきている。今後は、制度や仕組みを活かして乱開発に歯止めが

かけられるよう提案していきたい。原田区長がそのような具体的行動を

おこさないところにも大きな問題がある。 

 

 港区政改革の基本姿勢は？ 

 

《質問》区長は所信表明で、「日本全体が閉塞状況にある」とし、「これを

打破するために、さまざまな分野での改革に向けた取組みが始まってい

る」と述べた。この視点で港区政として何をしているのか、何をしようとし

ているのか、方向性が全く示されていないのは大問題だ。 

 

《答弁》今後、区民とともに明るく躍動感あふれる社会を創ることが私

の使命。 

 

《意見》書き忘れましたが、例年第一回定例会では、区長が自らの思い

を述べる｢所信表明演説｣が行なわれます。今回は、いつもよりだいぶ長

い原稿だったのですが、ほとんどが｢これをやりました」と「これをやります

｣という羅列、各部に書かせたものを縦割り的に読んでいただけで、自ら

こんな区政にしたいという思いや基本方針は述べられませんでした。述

べられないならまだしも、その辺りから取って付けた流行の言葉を並べ

たかのような言い回しには、残念な気持ちを押さえられませんでした。方

針無き区政は、｢羅針盤の無い船｣｢行き先の無いバス｣と同じです。危機

的状況です。  

み
な
と
か
が
や
き
は
、結
成

以
来
六
年
間
、区
政
情
報
の

原
則
公
開
と
説
明
責
任
の
徹

底
、区
民
参
加
の
ま
ち
づ
く

り
、徹
底
し
た
行
政
改
革
の
実

現
を
基
本
姿
勢
に
活
動
し
て

来
ま
し
た
。今
後
と
も
、自
由

で
活
力
あ
る
地
域
社
会
の
実

現
、良
好
な
生
活
環
境
を
次

世
代
に
引
き
継
ぐ
た
め
に
、一

層
の
努
力
を
傾
注
し
て
参
り

ま
す
。ま
た
、議
会
本
来
の
役

割
で
あ
る「
積
極
的
な
政
策
提

案
」と「
区
長
に
対
す
る
健
全

な
チ
ェ
ッ
ク
機
能
」を
充
分
果

た
し
ま
す
。何
卒
、皆
様
の
ご

理
解
と
ご
支
援
を
賜
り
ま
す

よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す 



し
か
し
、問
題
は
ス
ピ
ー
ド
で

す
。提
言
か
ら
導
入
ま
で
に
八

年
、全
校
実
施
ま
で
に
は
少
な

く
と
も
あ
と
十
年
は
か
か
り
ま

す
。こ
の
よ
う
な
行
政
運
営
は
、

税
金
を
払
う
側
、す
な
わ
ち
区

民
の
視
点
に
全
く
立
っ
て
い
な
い

と
指
摘
せ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。も

は
や
、役
所
の
正
規
職
員
で
対

応
し
な
く
て
も
よ
い
仕
事
だ
と

い
う
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
わ

け
で
す
か
ら
、で
き
る
限
り
速
や

か
に
経
費
の
か
か
ら
な
い
方
法

に
改
革
す
る
こ
と
が
納
税
者
に

対
す
る
責
務
で
す
。 

私
は
、こ
の
件
だ
け
で
な
く
、

さ
ま
ざ
ま
な
部
門
で
同
様
な
事

例
が
あ
る
こ
と
を
み
な
さ
ん
に

お
伝
え
し
て
き
ま
し
た
。給
食
の

調
理
や
公
園
の
清
掃
、ゴ
ミ
の

収
集
運
搬
な
ど
、公
務
員
で
対

応
し
な
く
て
も
い
い
仕
事
は
民

間
に
任
せ
る
べ
き
と
主
張
し
続

け
て
い
ま
す
。公
務
員
の
給
与

制
度
等
を
考
え
る
と
、正
規
職

員
対
応
は
明
ら
か
に
コ
ス
ト
が

か
か
り
ま
す
。学
校
警
備
の
実

例
が
そ
れ
を
証
明
し
て
い
ま
す
。 

今
後
と
も
、こ
の
姿
勢
を
堅

持
し
区
政
改
革
に
努
力
を
続
け

て
参
り
ま
す
。 

 

予算特別委員会【３月】で取り上げた問題（報告） 

この度の審議ではまず、基本計画正式決定のないまま提案され

た本案が正当性を持たないことを質しました。さらに大幅な余

剰を生んでいる財政状況を指摘し、減税による区民還元を提案

しました。その他は、以下のような項目を取り上げました。  

1. 鳥居坂周辺の開発動向に港区が利用されることなきよう、極

めて慎重に対応せよ。 

2. 学校給食の民間委託を推進せよ。 

3. 学校用務職も民間委託すべき。  

4. 運転職員の具体的削減方法を明示せよ。  

5. 消防団出動手当2,500円は安すぎる。 

6. 区長交際費500万円は高すぎる。  

7. 環境教育の充実と学校制服の自由化。 

8. エコマネー導入に向け積極的取り組みを。  

予算審議における態度表明 

本案は新基本計画の正式決定のないまま、それに基づき編成・提

案されており、本格予算として認められません。このような悪例

をつくり、区民不在の区政を続ける区長を信頼することはでき

ません。今後、政策のチェックを強める決意を表し、一般会計予

算は反対、その他三案(国民健康保険事業会計･老人保健医療会

計･介護保険会計)は賛成とします。  

下
で
動
く
非
常
に
不
透
明
な

も
の
で
し
た
。 

鳥
居
坂
界
隈
は
、港
区
で
も

有
数
の
閑
静
な
文
教
地
区
で
、

そ
の
た
た
ず
ま
い
を
保
全
す
べ

き
ゾ
ー
ン
で
す
。港
区
の「
街
づ

く
り
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」で
も
同

様
の
方
向
性
を
謳
っ
て
い
ま

す
。そ
こ
に
浮
上
し
て
い
る
の

が
、超
高
層
型
の
再
開
発
計
画

で
す
。 

 
私
た
ち
は
、そ
の
開
発
の
動

向
に
一
石
を
投
じ
る
意
味
で
、

ま
た
、昨
年
の
危
う
い
動
き
の

記
憶
も
あ
り
、「
東
町
小
学
校

隣
地
」と「
鳥
居
坂
グ
ラ
ウ
ン

ド
」を
交
換
す
る
こ
と
が
な
い

か
確
認
す
べ
く
質
疑
に
臨
み
ま

し
た
。 

し
か
し
、役
所
は
明
言
を
避

け
ま
し
た
。つ
ま
り
、交
換
す
る

と
は
言
い
ま
せ
ん
が
、交
換
し

な
い
と
も
言
わ
な
い
の
で
す
。

開
発
へ
の
歩
み
が
着
々
と
進
む

中
で
、こ
の
よ
う
な
姿
勢
は
疑

念
を
感
じ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。 

そ
こ
で
、議
会
と
し
て
、交

換
を
行
な
わ
な
い
よ
う
何
ら
か

の
取
り
ま
と
め
を
す
べ
き
と
提

案
し
、上
記
の
よ
う
な
区
長
へ

の
要
望
書
を
全
会
一
致
で
決

定
し
区
長
に
送
付
し
ま
し
た
。

議
会
全
員
の
意
思
と
し
て
区

長
に
歯
止
め
を
か
け
ら
れ
た
こ

と
は
大
変
よ
か
っ
た
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。 

さ
て
、鳥
居
坂
地
域
だ
け
で

な
く
、今
港
区
で
は
、大
小
さ

ま
ざ
ま
な
開
発
が
目
白
押
し

で
す
。た
だ
、現
行
ル
ー
ル
に
基

鳥居坂グラウンド等に関する要望書 

 

平成十五年度予算特別委員会における審議をふま

え、以下の点について要望します。 

 

１ 教育委員会から要請のあった東町小隣地の取

得については、区議会区民文教常任委員会におけ

るとりまとめを重大にうけとめ、鳥居坂グラウン

ドをはじめ、他の区有地との交換という手法を用

いないこと。 

 

２ 区有地である鳥居坂グラウンドは、貴重な区

民の財産であり、鳥居坂周辺の開発動向に取り込

まれることなきよう十分慎重に対応すること。 

 

        平成十五年度予算特別委員長名 

 

 港 区 長 あて  

づ
く
計
画
を
立
て
ら
れ
て
か
ら

で
は
、ほ
と
ん
ど
計
画
を
変
更

さ
せ
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。 

こ
れ
か
ら
は
、地
域
住
民
が

主
体
と
な
り
、「
自
ら
の
ま
ち
の

ル
ー
ル
を
自
ら
で
決
め
る
」こ

と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。現
に
、

世
田
谷
区
や
江
戸
川
区
な
ど

で
は
、絶
対
高
さ
制
限
を
設
け

る
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
し
、

横
浜
市
で
は
、地
域
住
民
が
自

ら
ル
ー
ル
づ
く
り
で
き
る
よ
う

な
支
援
を
始
め
て
い
ま
す
。私

は
、今
後
、ま
ち
の
ル
ー
ル
づ
く

り
に
つ
い
て
、区
民
の
皆
さ
ん

と
一
緒
に
考
え
ら
れ
る
よ
う
、

仕
組
み
づ
く
り
に
努
め
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。 

鳥居坂の開発動向に 

一定の歯止め！ 

港区のまちづくりは地域

の特性を活かす区民によ

るルールづくりが必要 

私
た
ち
が
こ
の
八
年
に
わ
た

り
導
入
を
提
言
し
続
け
て
き

た「
学
校
警
備
の
民
間
委
託
」

が
、よ
う
や
く
本
年
度
よ
り
実

施
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。本
年
度
、三
〇
の
小
中
学

校
の
う
ち
三
校
で
導
入
さ
れ

ま
す
。今
後
は
、警
備
の
職
員

の
退
職
に
合
わ
せ
て
順
次
導

入
さ
れ
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま

す
。こ
れ
に
よ
り
、一
校
あ
た
り

二
〇
〇
〇
万
円
か
か
っ
て
い
た

経
費
が
五
〇
〇
万
円
に
縮
減

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。し

た
が
っ
て
、全
校
で
実
施
さ
れ

る
と
最
終
的
に
、六
億
円
の
経

費
が1/4

の
一
億
五
〇
〇
〇

万
円
程
度
に
な
り
、大
幅
な
財

政
支
出
の
抑
制
が
図
れ
ま
す
。 

今
議
会
で
、特
に
詳
し
く
取

り
上
げ
た
の
は「
ま
ち
づ
く
り
」

の
問
題
で
す
。 

実
は
昨
年
、区
立
東
町
小

学
校
の
隣
地
と
鳥
居
坂
の
開

発
計
画
地
内
に
あ
る
港
区
の

土
地（
グ
ラ
ウ
ン
ド
）を
交
換

す
る
よ
う
な
動
き
が
あ
り
ま
し

た
。区
政
の
重
要
人
物
が
水
面

学校警備の仕事が 

ようやく民間委託へ 

警備費用が一校あたり 

2000万円が500万円に縮減！  


